
 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

 

                                                 

１．単元名 １章 式の計算 
２．本時の目標（８/１５） 
２つ以上の文字を含む式の値を能率的に求める方法を説明することができる。 

３．本時のデザイン                             主張する手立て 

教師の働きかけ（🔴発問，▲補助発問，■指示・説明） 

◯子供の学習活動                 
◆留意点 ※評価 

１．２つ以上の文字を含む式の値を能率的に求める

にはどうすればよいのかという課題を明確化する。 
                               

 

 

 

 

 

 

 
          

２．既習事項を基に，式の値を能率的に求める。 

 

 

 

 

🔴別の問題でも同じように考えられるのかな？ 

  

 

 

 

 

 

 

 ●ここまでの学習を振り返ると，式の値を簡単に

求めるには，どうすればよかったかな？ 

 

 

３．解決過程を振り返り，式の値を能率的に求める

練習をしたり，問題をつくったりする。 

🔴(練習問題に取り組んだ上で) 自分自身にとっ

ての「式の値を求める際に気を付けるポイント」

は何かな？ 

◆単元で既に扱った式を取り扱うことで，式の値を

求めるとき，式を計算してから数を代入すると，

求めやすくなる考えが導きやすくなるようにす

る。代入する値は正の整数として，７年時の学習

との接続がスムーズになるようにする。初めに 

５ｘ＋３ｙのところだけを見せながら提示する

ことで，学習内容が発展していることに気付ける

ようにする。 

◆①は，②と比較することで②の考えのよさを際立

たせるために取扱う。こうした場合，①について

は生徒の考えを取り上げるのではなく，「こんな

風にすると求められるみたいだね」などとつぶや

きながらまどろっこしさを強調するために，わざ

とに必死に板書するように振舞う。 

◆②の考えは，「こんなよりよい求め方があるって

いうんだけど，一部分だけ書いてもらうね。どん

な求め方か考えながら見ててね」などと伝えた上

で，考えの一部を板書させる。 

 

◆確認問題では，代入する値の一方が負の整数とな

るようにして，式を計算してから数を代入すると

簡単に式の値が求められることを確認する。その

際，式の値を求める競争を教師とする場面をつく

る。教師は先に代入する方法で求めるようにす

る。この働きかけにより，式の値を求めるとき，

式を計算してから数を代入すると，求めやすくな

る考えのよさが際立つように働きかける。 

◆７年時の教科書を見せて，式を計算してから数を

代入することもできる式の値を求めることがで

きるようになったことを確認する。 

◆練習問題では，単項式と多項式の乗法が含まれた

式を単項式どうしの乗除が混じった式に変えた

り，代入する値を分数や小数としたりして，式の

値を能率的に求める方法を説明させる。 

※式を計算してから数を代入して，式の値を能率的

に求める方法を説明している。（観察，ノート） 

◆学習進度が早い生徒には問題づくりに取り組ま

せる。問題づくりでは，条件を変更した問題につ

いて考えてきたことを意識させ，どのように発展

させるのか生徒自身に決めさせるようにする。問

題をつくり終えた生徒は，他の生徒の問題で興味

がわいたものを選択させて取り組ませるように

する。式を計算してから数を代入した方が求めや

すくならない問題は積極的に紹介したい。授業後

にお互いの問題について議論する生徒の姿を引

き出したい。 

日 時 令和４年５月９日（月）第５校時     生 徒 ８年Ａ組 ２４名 

授業場 ８年Ａ組教室                   授業者 赤 本 純 基 

問題 ｘ＝５，ｙ＝９のとき， 

式 ２(５ｘ＋３ｙ)＋３(ｘ－２ｙ) の値を 

求めましょう。 

①式に数を代入する 
 ２(５ｘ＋３ｙ)＋３(ｘ－２ｙ) 

 ＝２×(５×５＋３×９)＋３×(５－２×９) 

 ＝２×(２５＋２７)＋３×(５－１８) 

＝２×５２＋３×(－１３) 

＝１０４－３９ 

＝６５             答．６５ 

②式を計算してから数を代入する 
 ２(５ｘ＋３ｙ)＋３(ｘ－２ｙ) 

 ＝１０ｘ＋６ｙ＋３ｘ－６ｙ 

 ＝１３ｘ 

 ＝１３×５ 

 ＝６５            答．６５ 

 

 

課題 式の値を簡単に求めるには，どうすれば
よいのかな？ 

 

確認問題 ｘ＝５，ｙ＝－３のとき， 

式 ２(６ｘ＋ｙ)－３(４ｘ－３ｙ) の値を 

求めなさい。 

〇式を計算してから数を代入する 
 ２(６ｘ＋ｙ)－３(４ｘ－３ｙ) 

 ＝１２ｘ＋２ｙ－１２ｘ＋９ｙ 

 ＝１１ｙ 

＝１１×(－３) 

＝－３３           答．－３３ 

まとめ 式の値を求めるとき，式を計算してか
ら数を代入すると，求めやすくなる場合があ
る。 

 



参考資料   １/１５ 

・学習履歴 

 

 

 

 

２/１５ 

 

 

 

 

 

３/１５ 

 

 

 

 

 

４/１５ 

 

 

 

 

 

５/１５ 

 

 

 

 

 

６/１５ 

 

 

 

 

 

７/１５ 

 

 


